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ム. 測定温度:50 C 、掃引速度:80 


























【緒言】超疎水性イオン液体 (IL)は水 (W)と二相系を形成し、その IL|W界面は広い
電位範囲で電気化学的に分極できる。そのような IL は塩橋や抽出への応用が期待で
きるが、実用上、常温で液体であり、酸、塩基に対して安定であることが求められる。
我々はこれまでに、trioctylmethylammonium tetrakis[3,5-bis(trifluoromethyl) phenyl]borate 










Ag / AgCl | IL | 0.1 M LiCl (W) | AgCl / Ag 
ここで、Mは mol dmを示す。ミクロピペット内部にW相を充填し、ミクロピペッ
ト先端に形成させた微小な IL | W 界面を横切るイオン移動サイクリックボルタメト
リーを行った。測定は 50 Cで行った。 
【結果】[TOEA][TFPB]は、精製前は薄い黄
色の液体であったが、精製後、常温で、無色
透 明 の 粘 度 の 高 い 液 体 と な っ た 。
[TOEA][TFPB]を冷却したが結晶化せずガラ
ス状になったため、融点は不明である。また
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